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講演者・タイトル・アブストラクト一覧
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講演者：縫田 光司（九州大学 マス・フォア・インダストリ研究所）
講演タイトル：秘密計算および関連する話題について
アブストラクト：秘密計算とは、複数人の入力に関して協力して計算を行う際に各自の入力を秘匿したままにできる暗号技術である。本講演では、秘密計算の安全性モデルや代表的な構成手法、および関連する話題について概説する。
---------------------------------------------------------------------------------------------
講演者：瀬戸 友暁（東京大学・博士２年）
講演タイトル：データ符号化の秘密計算
アブストラクト：秘密計算はデータを暗号化したまま様々な計算処理を行う技術であり、ビッグデータ解析の外部委託などへの応用が期待されている。本発表では、秘匿ビッグデータ解析のコスト削減につながる、可変長符号による秘匿圧縮処理について述べる。
---------------------------------------------------------------------------------------------
講演者：藤田 祐輝（京都大学・博士１年）
講演タイトル：検証者指定署名とその拡張
アブストラクト：検証者指定署名とその拡張である高機能署名について、安全性の定式化や理論的構成、他のプリミティブとの関係などを議論する。
---------------------------------------------------------------------------------------------
講演者：知久 奏斗（横浜国立大学・博士３年）
講演タイトル：登録型高機能暗号について
アブストラクト：高機能暗号は表現力豊かな復号制御を可能にする一方、鍵供託問題に起因する中央集権が実用上の障壁となってきた。本講演では、この障壁を取り除く枠組みである登録型暗号を紹介し、最新の結果を交えてその研究動向を概説する。
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講演者：小貫 啓史（東京大学）
講演タイトル：「同種写像暗号への招待：基礎・主要方式・応用」
アブストラクト：- この講演では同種写像暗号の専門家以外が同種写像暗号を応用するために役立つ基礎的な知識を提供することを目指します。同種写像暗号の主要なプロトコルについて概説します。また、それらに基づく高機能プロトコルについて可能な範囲で紹介します。
---------------------------------------------------------------------------------------------
講演者：高寺 俊喜（東京大学・博士２年）
講演タイトル：「POKEに対する送信側一時鍵再利用攻撃」
アブストラクト：本発表では、POKÉにおいて送信者が一時秘密情報を再利用した場合に、複数暗号文間の代数的関係を利用して秘匿情報を多項式時間で復元できることを示す。
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講演者：谷地 啓輔（東京大学・修士１年）
講演タイトル：「同種写像から見るSIDH鍵共有」
アブストラクト：楕円曲線の同種写像に基づく鍵共有方式SIDHについて，その数学的背景と基本構造を概説する。
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------
講演者：杉本 貴美（東京大学・修士１年）
講演タイトル：「同種写像に基づくハッシュ関数」
アブストラクト：本発表では, 超特異同種写像グラフを用いたCGLハッシュ関数について基本的な構成を解説する. さらに, ハッシュ値の一様性を保証するグラフの性質と, 計算困難な問題へ帰着される安全性について紹介する
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------
講演者：金重 幸大（九州大学・修士２年）
講演タイトル：「同種写像暗号における代数幾何学の基礎」
アブストラクト：同種写像暗号は、代数幾何学的構造に深く根ざした暗号方式である。一方で、その背景となる代数幾何学的理解は、暗号の文脈において明示的に扱われているとは言い難い。本講演では、代数幾何学の観点から同種写像暗号に現れる基本概念を改めて見直す。これにより、暗号研究に携わる聴衆に対して、同種写像暗号の構造的理解を与えることを目指す。
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------
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講演者：肖 懐遠（東京大学・修士２年）
講演タイトル：バイナリECDLPを解くShorアルゴリズムの量子回路設計から考えるポスト量子時代の暗号解析
アブストラクト：本発表では、バイナリECDLPを解くShorアルゴリズムの量子回路を題材に、暗号を量子計算機で破るにはどのような量子資源が必要かを考える。これまでに行った量子回路の改良を紹介し、その知見をもとにポスト量子時代の暗号解析の展望を考える。
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講演者：髙 和真（NICT /大阪大学・博士１年）
講演タイトル：数理ソルバーを用いた共通鍵暗号の自動安全性評価
アブストラクト：- 本講演では、共通鍵暗号プリミティブの自動安全性評価について、差分・線形特性探索を中心に，MILP/SAT/CP などの数理ソルバーを用いた定式化と近年の発展を概説する。特に、安全性評価を「高確率または高相関の特性が存在するか」を判定する探索問題として捉え、その探索空間をソルバーにより系統的に調べる基本的な枠組みを説明する。その具体例として、差分・線形攻撃における最適な特性探索を効率化する Divide-and-Conquer SAT（DC-SAT）を紹介する。DC-SAT は、大きな問題を直接解くのではなく、解が存在しない探索空間を事前に取り除き、残った領域を複数の小さな問題として調べる手法である。本講演では、AES などの標準的なブロック暗号を例に、DC-SAT がどのように最適な差分・線形特性の導出を可能にするかを説明する。
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講演者：池松 泰彦（九州大学 マス・フォア・インダストリ研究所）
講演タイトル：「多変数多項式暗号の紹介」
アブストラクト：耐量子計算機暗号として注目される多変数多項式暗号は、有限体上の二次連立方程式の求解困難性に基づいて構成される。本講演では、有力方式UOVを中心に、その構成と代表的な攻撃手法について概説する。
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------

講演者：荒井 秀斗（東京理科大学・修士２年）
講演タイトル：「Wedgeを用いたUOVに対する攻撃の検討」
アブストラクト：- UOVは、有限体上の二次多項式写像に基づく多変数多項式暗号の代表的方式である。本講演では、UOVの秘密構造であるoil spaceに着目し、polar formを外積代数の元として扱うことで、公開鍵から誘導される線形写像の核を通じてoil spaceを復元するWedge Product Attackの考え方を概説する。
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講演者：朝重 菜音（九州大学・博士１年）
講演タイトル：「完全準同型暗号方式FINALについて」
アブストラクト：NTRU，LWEに基づく完全準同型暗号方式FINALを対象に，各処理段階のノイズ増大と復号条件を再評価した．既存研究の評価の過不足を修正し，Bootstrappingを含む正当性条件を理論的に整理することで，安全かつ適切なパラメータ設定の根拠を与えた．
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講演者：今村 浩二（九州大学 マス・フォア・インダストリ研究所）
講演タイトル：「局所環上の加群におけるマトロイドの表現について」
アブストラクト：- 本講演では，体上のベクトル空間におけるマトロイドの表現問題を局所環上の加群へ拡張し，表現可能なマトロイドのクラスがどの程度広がるかについて紹介する．本研究は城本啓介氏（熊本大学）との共同研究に基づく．
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